
教科書／副教材

ひとりだちするための

進路学習ーあしたへのステップー

４月 3

（知及技）身近にある役割
を知り、勤労の意識を知る
ことができる。
（思判表力）自分への理解
を深め、興味のある事柄を
見つけることができる。
（学・人）自分への理解を
深め、家庭等での役割につ
いて考えようとしている。

（知・技）身近にある役割
を知り、勤労の意識を高め
ることができた。
（思・判・表)自分への理
解を深め、興味のある事柄
を見つけようとする。
（主学）自分への理解を深
めることができ、家庭等で
の役割について考えようと
する。

・自分を知ろう
・職業準備性ピラミッ
ド

・自分や自分の家族に
ついて
・家庭での仕事や手伝
いについて
・自分の夢について

国語、数学、社会、
体育、家庭

５月

６月

７月

９月 3

（知及技）身の回りにある
様々な仕事について知るこ
とができる。
（思判表力）自分の生活の
中から、どんな仕事がある
かを考えることができる。
(学・人)自分の生活と社会
との繋がりを考えようとし
ている。

（知・技）身の回りにある
様々な仕事について知るこ
とができた。
（思・判・表）自分の生活
の中から、どんな仕事があ
るかを考えることができ
た。
(主学)自分の生活と社会と
の繋がりを考えることがで
きた。

・社会や職業について ・色々な仕事について
・学校や家の周りの仕
事
・働く人の一日につい
て

国語、数学、社会、
理科、英語、体育、
音楽、美術、家庭

１０月

１１月

１２月

１月

11

11

7

（知及技）挨拶、身だしな
み、健康管理等、今後の進
路に向けて必要なルールや
マナーについて知り、実践
することができる。
(思判表力)社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、改善しようとする
ことができる。
（学・人）社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、自分ができている
かを振り返り、生活に生か
そうとしている。

（知・技）挨拶、身だしな
み、健康管理等、今後の進
路に向けて必要なルールや
マナーについて知り、実践
することができた。
(思・判・表)社会人として
必要なマナーや健康管理等
を理解し、改善しようとす
る意識が芽生えた。
（学・人）社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、自分ができている
かを振り返り、生活に生か
そうと自覚することができ
た。

（知及技）進路決定までや
進路先、実習等について知
ることができる。
（思判表力）学んだ知識を
生かして挨拶等の実践を行
うことができる。
（学・人）自分の進路につ
いて、興味・関心をもって
考えることができる。
（学・人）卒業後の生活で
必要な場所を具体的にイ
メージし、利用方法等を知
ろうとしている。

・働く上で必要な力を
知ろう②

・一年間の振り返り
・かふやみ15の力をつ
けることができたか

国語、数学、社会、
理科、英語、体育、
音楽、美術、家庭

（知・技）挨拶、身だしな
み、健康管理等、今後の進
路に向けて必要なルールや
マナーについて知ることが
できた。
(思・判・表)社会人として
必要なマナーや健康管理等
を理解することができた。
（主学）社会人として必要
なマナーや健康管理等を理
解し、自分ができているか
を振り返ることができ、今
後に生かそうとする。

・働く上で必要な力を
知ろう①
・かふやみ15の力につ
いて知ろう

・挨拶、報連相、返事
について
・清潔、身だしなみに
ついて
・健康管理
・マナーについて

国語、数学、社会、
体育、家庭

（知・技）進路決定までや
進路先、実習等について知
ることができた。
（思・判・表）学んだ知識
を生かして挨拶等の実践を
行うことができた。
（主学）自分の進路につい
て、興味・関心をもって考
えることができた。。
（主学）卒業後の生活で必
要な場所を具体的にイメー
ジし、利用方法等を知るこ
とができた。

・進路について考えよ
う

・進路の決め方や進路
先について
・進路学習ガイダンス
・実習について
・様々な職場について
・困ったときの相談先
について

国語、数学、社会、
体育、家庭

令和７年　高等部　１年　（Ⅱ課程久米島高校分教室）　　職業科　年間指導計画(シラバス)

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

１／３５ 高１年　２名

年間目標

（知及技）知識及び技能
職業について関心をもち、将来の職業生活に係る基礎的な知識や技能を身に付けるようにする。
（中１段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
将来の職業生活に必要な事柄に触れ、課題や解決策に気づき、実践し、学習したことを伝えるな
ど、課題を解決する力の基礎を養う。（中１段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性 将来の職業生活の実現に向けて、生活を工夫しようとする態度を養う。（中１段階）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

2

学

期

3

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

（知及技）挨拶、身だしな
み、健康管理等、今後の進
路に向けて必要なルールや
マナーについて知ることが
できる。
(思判表力)社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解することができる。
（学・人）社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、自分ができている
かを振り返ろうとしてい
る。



２月

３月

7

（知及技）挨拶、身だしな
み、健康管理等、今後の進
路に向けて必要なルールや
マナーについて知り、実践
することができる。
(思判表力)社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、改善しようとする
ことができる。
（学・人）社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、自分ができている
かを振り返り、生活に生か
そうとしている。

（知・技）挨拶、身だしな
み、健康管理等、今後の進
路に向けて必要なルールや
マナーについて知り、実践
することができた。
(思・判・表)社会人として
必要なマナーや健康管理等
を理解し、改善しようとす
る意識が芽生えた。
（学・人）社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、自分ができている
かを振り返り、生活に生か
そうと自覚することができ
た。

・働く上で必要な力を
知ろう②

・一年間の振り返り
・かふやみ15の力をつ
けることができたか

国語、数学、社会、
理科、英語、体育、
音楽、美術、家庭

評価方法 ・三観点の確認　　・授業（実技、実習を含む）に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度

3

学

期

留意点
引継等



教科書／副教材

ひとりだちするための

進路学習ーあしたへのステップー

４月 3

（知及技）現場実習の内容
や現場実習先について理解
することができる。
（思判表力）学んだ知識を
生かして実習等で必要な挨
拶等を実践することができ
る。
（学・人）自分の希望する
進路について、興味・関心
をもって考えようとしてい
る。

（知・技）現場実習の内容
や現場実習先について調
べ、理解することができ
た。
（思・判・表）学んだ知識
を生かして実習等で必要な
挨拶等を実践することがで
きた。
（主学）自分の希望する進
路について、興味・関心を
もって考えることができ
た。

・進路について考えよ
う

・進路学習ガイダンス
・現場実習先を考える

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

５月 4

（知及技）色々な職業や職
業生活について知ることが
できる。
(思判表力)社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、改善することがで
きる。
（学・人）社会人として必
要なマナーや健康管理等へ
の理解を深め、自分ができ
ているかを振り返り、生活
に生かそうとしている。

（知・技）色々な職業や職
業生活について調べ、理解
することができた。
(思・判・表)社会人として
必要なマナーや健康管理等
を理解し、改善することが
できた。
（主学）社会人として必要
なマナーや健康管理等への
理解を深め、自分ができて
いるかを振り返り、生活に
生かそうと自覚することが
できた。

・働く上で必要な力を
身に付けよう①

・社会人のマナー
・挨拶、報連相、返事
について
・清潔、身だしなみ、
健康管理について
・人との付き合いにつ
いて

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

６月

７月

９月

１０月

１１月

令和７年　高等部　２年　（Ⅱ課程久米島高校分教室）　　職業科　年間指導計画(シラバス)

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

１／３５ 高２年　２名

年間目標

（知及技）知識及び技能
働くことに対する関心を高め、将来の職業生活に係る基礎的な知識や技能を身に付けるようにす
る。（中２段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
将来の職業生活に必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践し、学習したこと
を振り返り、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。（中２段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性
将来の職業生活の実現に向けて、生活を工夫し考えようとする実践的な態度を養う。（中２段
階）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

10

（知及技）実習先や仕事に
ついての理解を深めること
ができる。
（思判表力）挨拶やマナー
等、これまで学んだことを
実践することができる。
（学・人）現場実習を十sh
知恵、実践的な職業生活を
考えようとしている。

（知・技）実習先や仕事に
ついての理解を深めること
ができた。
（思・判・表）挨拶やマ
ナー等、これまで学んだこ
とを実践することができ
た。
（主学）現場実習を十sh知
恵、実践的な職業生活を考
えることができた。

・現場実習について① ・実習の流れについて
・実習中のマナー、
ルール
・実習発表

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

（知及技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができる。
（思判表力）挨拶やマナー
等、これまで学んだことを
実践することができる。
（学・人）現場実習を通し
て、実際的な職業生活を考
えようとしている。

（知・技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができた。
（思・判・表）挨拶やマ
ナー等、これまで学んだこ
とを実践することができ
た。
（主学）現場実習を通し
て、実際的な職業生活を考
えることができた。

2

学

期
・現場実習について② ・実習に向けて、振り

返り
・面接練習
・実習報告

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

（知及技）色々な職業や職
業生活について知ることが
できる。
（思判表力）社会人として
必要なマナーや健康管理を
理解し、改善することがで
きる。
(学・人)社会人として必要
なマナーや健康管理等への
理解を深め、自分ができて
いるかを振り返り、生活に
生かそうとしている。

（知・技）色々な職業や職
業生活について知ることが
できた。
（思・判・表）社会人とし
て必要なマナーや健康管理
を理解し、改善することが
できた。
(主学)社会人として必要な
マナーや健康管理等への理
解を深め、自分ができてい
るかを振り返り、生活に生
かそうと自覚することがで
きた。

・働く上で必要な力を
身に付けよう②

・社会人のマナー
・挨拶、報連相、返事
について
・身だしなみについて

国語、数学、社会、
情報、体育、家庭

6

5



１２月

１月

２月

３月 3

（思判表力）１年間の成果
と課題を整理する。
（学・人）次年度の前期現
場実習で実習をしたい場
所、職種を考える。

（思・判・表）１年間の成
果と課題が整理できてい
る。
（主・学）次年度の前期現
場実習で実習をしたい場
所、職種を考えることがで
きる。

・１年間の振り返り ・成果と課題の確認。
・次年度に向けての準
備

国語、数学、家庭、
情報、社会

留意点
引継等

評価方法 ・三観点の確認　　・授業（実技、実習を含む）に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度

3

学

期

（知及技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができる。
（思判表力）挨拶やマナー
等、これまで学んだことを
実践することができる。
（学・人）現場実習を通し
て、実際的な職業生活を考
えようとしている。

（知・技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができた。
（思・判・表）挨拶やマ
ナー等、これまで学んだこ
とを実践することができ
た。
（主学）現場実習を通し
て、実際的な職業生活を考
えることができた。

2

学

期
・現場実習について② ・実習に向けて、振り

返り
・面接練習
・実習報告

4

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

5

（知及技）公共の支援機関
の役割や、公共交通機関等
の利用方法を知ることがで
きる。
(思判表力)現場実習で学ん
だことを踏まえ、進路実現
に向け、計画を考えること
ができる。

（学・人）職業生活を支え
る社会の仕組み等の活用に
ついて知り、生活に役立つ
よう考えようとしている。

（知・技）公共の支援機関
の役割や、公共の交通機関
等の利用方法を知ることが
できた。
(思・判・表)現場実習で学
んだことを踏まえ、進路実
現に向け、計画を考えるこ
とができた。

（主学）職業生活を支える
社会の仕組み等の活用につ
いて知り、生活に役立つよ
う考ることができた。

・卒業後に利用する機
関等について知ろう

・支援機関の役割（ハ
ローワーク、支援セン
ター等）
・希望実習先までの通
勤方法等
・キャリアパスポート
について

国語、数学、家庭、
情報、社会



教科書／副教材

ひとりだちするための

進路学習ーあしたへのステップー

４月 4

（知及技）現場実習につい
て理解することができる。
（思判表力）職業生活につ
いて学習し、卒業後の生活
を具体的に考え、理解を深
めることができる。
（学・人）自分の希望する
進路について、興味・関心
をもって考えようとしてい
る。

（知・技）現場実習につい
て理解することができた。
（思・判・表）職業生活に
ついて学習し、卒業後の生
活を具体的に考え、理解を
深めることができた。
（主学）自分の希望する進
路について、興味・関心を
もって考えることができ
た。

・自分に合った卒業後
の進路を見つけよう

・進路学習ガイダンス
・昨年の振り返り
・キャリアパスポート
について
・進路先を調べる
・履歴書の書き方

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

５月 4

（知及技）社会人として必
要なビジネスマナーを身に
付けることができる。
(思判表力)社会人として必
要なマナーや健康管理等を
理解し、改善し実践するこ
とができる。
（学・人）社会人として必
要なマナーや健康管理等を
生活の中で活用しようとし
ている。

（知・技）社会人として必
要なビジネスマナーを身に
付けることができた。
(思・判・表)社会人として
必要なマナーや健康管理等
を理解し、改善し実践する
ことができた。
（主学）社会人として必要
なマナーや健康管理等を生
活の中で活用しようと自覚
することができた。

・社会人としてのマ
ナーを身に付けよう

・社会人の生活
・ビジネスマナーにつ
いて

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

６月

７月

９月

１０月

１１月

１２月

令和７年　高等部　３年　（Ⅱ課程久米島高校分教室）　　職業科　年間指導計画(シラバス)

単位数／配当時数 対象人数 担当者名

１／３５ 高３年　２名

年間目標

（知及技）知識及び技能 働くことの意義を理解し、作業や実習に取り組み、働く喜びを味わう。（高１段階）

（思判表力）思考力、判断力、表現力等
道具や機械の操作に慣れるとともに、材料や製品の扱い方を身に付け、安全や衛生に気をつけな
がら作業や実習をする。（高１段階）

（学・人）学びに向かう力、人間性 職業生活に必要な健康管理や余暇の有効な過ごし方が分かる。（高１段階）

単元・題材の活動内容
教科等横断的視点
他教科との関連

1

学

期

9

（知及技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができる。
（思判表力）現場実習を通
して実際の職業生活を経験
し、課題を見つけることが
できる。
（学・人）様々な進路の在
り方を知り卒業後の進路決
定を主体的に行うとしてい
る。

（知・技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができた。
（思・判・表）現場実習を
通して実際の職業生活を経
験し、課題を見つけること
ができた。
（主学）様々な進路の在り
方を知り卒業後の進路決定
を主体的に行うと自覚する
ことができた。

・現場実習について① ・実習の流れについて
・実習中のマナー、
ルール
・面接練習
・実習発表

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

日 月
時

数
単元・題材目標
（三つの柱）

単元・題材の評価規準
（三観点）

単元・題材名

2

学

期

6

（知及技）卒業後の生活に
必要なことを知ることがで
きる。
（思判表力）職業生活や余
暇生活等について学習し、
卒業後の生活を具体的に考
えることができる。
(学・人)学んだことを生活
の中で生かそうとしてい
る。

（知・技）卒業後の生活に
必要なことを知ることがで
きた。
（思・判・表）職業生活や
余暇生活等について学習
し、卒業後の生活を具体的
に考えることができた。
(主学)学んだことを生活の
中で生かそう自覚すること
ができた。

・卒業後の過ごし方に
ついて考えよう

国語、数学、社会、
情報、体育、家庭

8

（知及技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができる。
（思判表力）挨拶やマナー
等、これまで学んだことを
実践することができる。
（学・人）現場実習を通し
て、実際的な職業生活を考
えようとしている。

（知・技）実習先や仕事に
ついての理解を深め、慣れ
ることができた。
（思・判・表）挨拶やマ
ナー等、これまで学んだこ
とを実践することができ
た。
（主学）現場実習を通し
て、実際的な職業生活を考
えることができた。

・現場実習について② ・実習に向けて、振り
返り
・高３での実習先を考
える
・面接練習
・実習報告

国語、数学、社会、
体育、家庭、情報

・社会人の生活
・卒業後の健康管理
・経済生活
・余暇の過ごし方、生
活の場
・相談に乗ってくれる
機関
・様々な制度について
・交通安全について



１月

２月

国語、数学、家庭、
情報、社会

留意点
引継等

評価方法 ・三観点の確認　　・授業（実技、実習を含む）に対する取組姿勢　　・課題の処理意欲、態度

3

学

期

4

（知及技）公共の支援機関
の役割や、公共交通機関等
の利用方法を知ることがで
きる。
(思判表力)現場実習で学ん
だことを踏まえ、進路実現
に向け、計画を考えること
ができる。
（学・人）職業生活を支え
る社会の仕組み等の活用に
ついて知り、生活に役立つ
よう考えようとしている。

（知・技）公共の支援機関
の役割や、公共の交通機関
等の利用方法を知ることが
できた。
(思・判・表)現場実習で学
んだことを踏まえ、進路実
現に向け、計画を考えるこ
とができた。
（主学）職業生活を支える
社会の仕組み等の活用につ
いて知り、生活に役立つよ
う考ることができた。

・卒業後に利用する機
関等について知ろう

・支援機関の役割（ハ
ローワーク、支援セン
ター等）
・希望実習先までの通
勤方法等


